
 

平
成
二
十
六
年
　
第
二
号
　
春
彼
岸
発
行

春
の
お
彼
岸
の
ご
案
内

　
お
彼
岸
は
、
私
た
ち
の
心
が
清
ら
か
に
し
て
、
日
頃
の
悩
み
、
苦
し

み
の
世
界
か
ら
理
想
の
世
界
に
立
ち
返
ら
せ
て
い
た
だ
く
、
大
切
な
機

会
で
す
。

　
私
共
は
、
仏
様
の
慈
悲
の
も
と
、
ご
先
祖
様
守
護
の
も
と
、
父
母
の

ご
恩
、そ
し
て
、諸
所
の
人
々
の
縁
に
支
え
ら
れ
て
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
皆
様
の
為
に
ご
恩
返
し
で
き
る
、
尊
い
歩
み
が
出
来
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
る
一
週
間
が
お
彼
岸
で
す
。

　
彼
岸
は
、
向
こ
う
岸
、
迷
い
、
煩
悩
の
世
界
か
ら
河
を
渡
り
、
悟
り

へ
の
世
界
を
目
指
す
日
で
す
。

　
私
共
は
、常
日
頃
、一
生
懸
命
仕
事
を
し
、家
庭
を
守
り
、忙
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
せ
め
て
、
春
秋
の
一
週
間
、
自
分
を
見
つ
め
、

反
省
し
、感
謝
し
、仏
道
修
行
を
致
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
六
波
羅
蜜（
ろ

く
は
ら
み
つ
）
と
い
い
ま
す
。

六
波
羅
蜜
と
は
、

布
施
（
ふ
せ
）　
　
　
　
施
し
を
す
る
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
原
点
、
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

を
す
る
事

持
戒
（
じ
か
い
）　
　
　
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を
大
切
に
す
る
事

忍
辱
（
に
ん
に
く
）　
　
耐
え
忍
ぶ
事

精
進
（
し
ょ
う
じ
ん
）　
努
力
す
る
事

禅
定
（
ぜ
ん
じ
ょ
う
）　
心
を
静
に
保
つ
事

智
慧
（
ち
え
）　
　
　
　
勉
強
し
知
識
を
高
め
る
努
力
を
す
る
事

　
自
然
を
た
た
え
、生
物
を
い
つ
く
し
み
、人
々
を
愛
し
、先
祖
を
敬
い
、

亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
偲
び
、
感
謝
の
気
持
ち
で
お
墓
参
り
を
し
た
い

も
の
で
す
。

●
三
月
二
十
一
日
（
金
）
お
中
日
　
　

　
　
午
前
十
一
時
よ
り

　
　
参
加
費
（
お
布
施
）　
五
千
円

　
　
お
彼
岸
入
り
　
　
　
三
月
　
十
八
日
（
火
）

　
　
お
彼
岸
中
日
　
　
　
三
月
二
十
一
日
（
金
）

　
　
お
彼
岸
明
け
　
　
　
三
月
二
十
四
日
（
月
）

　 

　
皆
様
お
揃
い
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

お
彼
岸
の
由
来



法
然
上
人
涅
槃
図

涅  

槃  

会

　
涅
槃
会
と
は
、
お
釈
迦
様
の
入
滅
（
亡
く
な
ら
れ
た
）
さ
れ
た
二
月

十
五
日
で
す
。

　
お
釈
迦
様
の
伝
道
は
、
北
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
河
を
中
心
に
、
四
十

五
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
ま
し
た
。八
十
歳
と
な
ら
れ
た
お
釈
迦
様
は
、

阿
難
（
ア
ー
ナ
ン
ダ
）
と
数
名
の
弟
子
を
と
も
な
っ
て
、王
舎
城
（
ラ
ー

ジ
ャ
グ
リ
ハ
）
か
ら
ク
シ
ナ
ガ
ラ
へ
と
、伝
道
の
旅
を
な
さ
る
の
で
す
。

自
ら
の
入
滅
を
予
想
さ
れ
、
生
ま
れ
故
郷
の
カ
ピ
ラ
城
へ
向
か
わ
れ
た

よ
う
で
す
。
重
病
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弟
子
達
の
助
け
を
か
り
つ
つ
、

お
釈
迦
様
は
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
ら
れ
る
の
で
す
。
カ
ッ
ク
ッ
タ
ー
河

で
沐
浴
さ
れ
、
疲
れ
を
癒
や
さ
れ
た
後
、
ビ
ハ
ー
ル
州
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の

サ
ー
ラ
樹
林
（
沙
羅
双
樹
）
に
た
ど
り
つ
か
れ
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
、

身
を
横
た
え
ら
れ
た
ま
ま
、
集
ま
っ
た
人
々
を
前
に
し
て
最
後
の
説
法

を
な
さ
れ
ま
す
。
よ
く
戒
め
を
守
り
、
五
欲
を
慎
み
、
静
寂
を
求
め
て

努
力
を
し
、
定
を
修
し
て
悟
り
の
知
恵
を
得
る
べ
き
こ
と
を
示
さ
れ
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
静
か
に
如
来
と
し
て
の
永
遠
の
涅
槃
に
入
ら
れ
る

の
で
す
。
阿
難
を
は
じ
め
弟
子
達
の
嘆
き
は
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
深

い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
涅
槃
図
に
は
、
真
白
い
花
を
つ
け
た
サ
ー
ラ
樹
の
下
で
、
お
釈
迦
様

は
、
頭
を
北
に
顔
を
西
に
向
け
、
右
手
を
枕
に
し
て
横
臥
し
、
周
囲
に

は
十
大
弟
子
を
は
じ
め
、
老
若
男
女
、
鳥
獣
達
さ
え
も
嘆
き
悲
し
み
、

百
獣
の
王
で
あ
る
獅
子
ま
で
が
、
仰
向
け
に
な
っ
て
慟
哭
し
て
い
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
図
の
右
上
に
は
、
と
う
り
天
か
ら
か
け
つ
け

た
お
釈
迦
様
の
母
君
、
マ
ヤ
夫
人
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

釈迦涅槃図法然上人涅槃図

　
一
月
二
十
五
日
は
法
然
上
人
の
御
命
日
で
す
。「
御
忌
」
の
法
要
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
本
山
で
は
四
月
に
厳
修
さ
れ
ま
す
。

　
法
然
上
人
が
入
滅
の
時
の
絵
が
「
法
然
上
人
涅
槃
図
」
で
す
。

　
法
然
上
人
は
、
大
勢
の
弟
子
に
か
こ
ま
れ
、
墨
染
め
の
衣
に
て
合
掌

な
さ
れ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏
を
唱
え
ら
れ
な
が
ら
念
仏
往
生
さ

れ
ま
し
た
。



修
正
会
報
告

　
一
月
三
日
、
多
数
の
檀
信
徒
各
位
の
ご
参
加
の
元
、
平
成
二
十
六
年

度
修
正
会
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
国
家
安
泰
・
先
祖
代
々
・
家
内
安
全
、
無
病
息
災
等
を
お

祈
り
し
、
絵
馬
に
諸
願
成
就
を
書
き
、
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

　
清
宴
で
は
、
衆
議
院
議
員
鴨
下
一
郎
先
生
に
も
新
年
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、三
味
線
漫
談
、柳
家
我
太
楼
師
匠
の
司
会
進
行
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
修
正
会
も
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
参
加
さ
れ
た
方
々
の
御
芳
名
で
す
（
順
不
同
）

遠
山
　
甚
蔵
様
　
鴨
下
　
一
郎
様
　
鴨
下
　
光
江
様
　
鴨
下
　
令
子
様

遠
山
　
長
昭
様
　
鈴
木
　
雅
之
様
　
鈴
木
　
ト
ラ
様
　
鈴
木
　
裕
子
様

鈴
木
　
弘
美
様
　
鈴
木
　
　
進
様
　
郡
司
　
公
子
様
　
大
石
　
光
三
様

大
石
登
喜
子
様
　
大
石
い
づ
み
様
　
王
　
　
　
建
様
　
片
原
紳
一
郎
様

金
杉
　
洋
子
様
　
金
杉
　
詩
音
様
　
金
杉
り
つ
子
様
　
小
林
　
正
明
様

小
林
記
久
子
様
　
小
林
　
茂
男
様
　
佐
藤
　
き
く
様
　
下
河
　
俊
夫
様

下
河
み
な
子
様
　
下
河
　
秀
豪
様
　
菅
原
　
幸
造
様
　
菅
谷
　
春
雄
様

菅
谷
　
和
子
様
　
鈴
木
　
常
子
様
　
鈴
木
　
幹
子
様
　
高
埜
　
　
勲
様

高
埜
は
つ
ゑ
様
　
滝
澤
　
一
江
様
　
寺
井
　
基
子
様
　
日
野
　
忠
明
様

日
野
久
見
子
様
　
傍
島
　
清
二
様
　
増
田
　
孝
二
様
　
増
田
　
英
子
様

増
田
　
裕
樹
様
　
眞
見
　
秀
雄
様
　
竹
内
　
鈴
奈
様
　
竹
内
　
竜
騎
様

渡
邉
　
一
夫
様
　
芦
川
　
永
吉
様
　
芦
川
　
　
亨
様
　
和
井
田
智
広
様

大
胡
　
博
昭
様
　
米
沢
　
恒
夫
様
　
松
野
ま
さ
子
様
　
井
下
　
佳
弘
様

井
下
千
恵
子
様
　
小
川
　
幸
子
様
　
水
谷
　
　
明
様
　
水
谷
　
澄
江
様

水
谷
　
勝
彦
様
　
水
谷
美
津
江
様
　
水
谷
　
　
彩
様
　
水
谷
　
朱
里
様

笠
原
　
正
樹
様
　
笠
原
　
麻
耶
様



二十八世松野大徹上人七回忌法要

先
代
大
徹
上
人
七
回
忌

　
平
成
二
十
年
二
月
十
三
日
、
八
十
六
歳
に
て
遷
化
さ
れ
ま
し
た
、
先

代
実
性
寺
二
十
八
世
松
野
大
徹
上
人
の
七
回
忌
法
要
が
、
二
月
八
日

（
土
）
三
時
よ
り
、
実
性
寺
本
尊
・
阿
弥
陀
如
来
法
前
に
て
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。

　
正
安
寺
ご
住
職
、
田
丸
嶺
信
上
人
御
導
師
の
も
と
十
四
名
の
御
住
職

様
方
に
よ
り
御
回
向
賜
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
四
十
数
年
来
の
大
雪
と
な
り
、
大
変
ご
不
自
由
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。
又
、
檀
信
徒
の
代
表
の
方
々
に
も
、
御
焼
香
い
た
だ

き
、
感
謝
の
念
に
た
え
ま
せ
ん
。

先
代
の
御
法
号
は
、

　
中
興
廻
光
心
院
圓
蓮
社
正
僧
正
眞
譽
上
人
晃
阿
暁
雲
大
徹
大
和
尚

　
大
変
長
い
戒
名
で
す
が
、
そ
の
中
の
「
暁
雲
」
と
い
う
二
文
字
は
、

書
道
の
雅
号
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
代
は
、
書
道
が
お
好
き
で
し

た
。
晩
年
は
、
卒
塔
婆
を
書
く
に
も
、
一
本
に
三
十
分
も
か
け
て
丁
寧

に
お
書
き
に
な
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
又
、
卒
業
式
が
近
づ
く
と
、
学

校
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
卒
業
証
書
を
一
枚
一
枚
、
夜
遅
く
ま
で
、
こ
ち

ら
も
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
愚
生
も
筆
を
持
つ
時
、
先
代
父

に
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
な
り

ま
せ
ん
。
今
更
な
が
ら
、
先
代
の
偉
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
、
各
部
屋
に
、
先
代
の
遺
墨
を
掛
け
参
列
の
方
々
に
見
て
い
た

だ
き
、
追
善
回
向
申
し
上
げ
ま
し
た
。



慶
弔
便
り

境
内
の
花

新
檀
家
ご
紹
介

﹇
弔
の
部
﹈

平
成
二
十
五
年

十
二
月
二
十
二
日
　
髙
瀨
　
司
殿
　
父
君
　
進
様
　
　
　
　
　
八 

十 

歳

平
成
二
十
六
年

一
月
　
　
　
八
日
　
荒
川
正
子
殿
　
夫
君
　
正
蔵
様
　
　
　
　
八 

十 

歳

一
月
　
二
十
五
日
　
林
　
哲
司
殿
　
母
君
　
秀
子
様
　
　
　
　
八
十
六
歳

二
月
　
　
　
七
日
　
高
安
啓
子
殿
　
母
君
　
須
川
キ
ク
ヨ
様
　
九
十
八
歳

花
　
　
畑
　
　
　
野
下
　
善
七
　
殿

西
保
木
間
　
　
　
市
村
　
信
治
　
殿
　

　
今
年
も
境
内
に
紅
白
の
梅
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

多
く
の
花
が
咲
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　

四
月
八
日
（
火
）
は
、
お
釈
迦
様
が
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
誕
生
日

で
す
。
お
寺
で
、
灌
仏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
お

祝
い
し
、
誕
生
仏
に
甘
茶
を
か
け
お
祝
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
堂
前
（
御
拝
）
に
花
見
堂
が
出
て
お
り
ま
す
。
お
参
り
い
た
だ
い

た
方
に
「
甘
茶
の
テ
ー
バ
ッ
ク
」
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

「
第
十
五
回
實
性
寺
寄
席
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

●
四
月
十
二
日
（
土
）

　
　
　
開
　
場
　
　
　
五
時
三
十
分

　
　
　
開
　
演
　
　
　
六
　
時

　
　
　
木
戸
銭
　
　
　
六
百
円

● 

日
時
　
　
三
月
下
旬
よ
り
四
月
上
旬
ま
で

　
　
　
　
　 

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

● 

場
所
　
　
實
性
寺  

本
堂
前
（
御
拝
）

花
ま
つ
り

四
月
八
日 

花
ま
つ
り
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
す
。

第
十
五
回

實
性
寺
寄
席

☆ 

ご
法
要
等
の
お
塔
婆
を
建
立
さ
れ
る
方
は
、
遅
く
て
も
十
日
前
迄

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
お
電
話
よ
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
方
が
正
確
で

で
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号　

０
３
（
３
８
８
３
）
３
２
２
７

振　

替　

口　

座　

０
０
１
９
０―

６―

２
５
８
８
７
３

※

振
込
用
紙
を
ご
入
用
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

東
京
都
足
立
区
花
畑
三―

十
七―

十
八

電
話　

０
３
（
３
８
８
３
）
８
８
６
６

〒121
-0061

浄 

土 

宗

實
　
性
　
寺
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